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事務事業名 待機児童解消事業 担当部 こども未来部

平成30年度 事務事業評価シート（実施計画事業・経常事業）

担当課 保育課 担当係 保育係

8

★【民間運営による保育園及び小規模保育事業者の募集事業】
・社会福祉法人幸生会へ保育園の施設整備費に補助金を支払い支援する。（平成31年4月開園)
・自己所有（賃貸）の土地に保育所等を整備し運営する民間事業者を募集し選定する。
★【私立幼稚園の認定こども園化事業】
・外山幼稚園に幼保連携型認定こども園への改修費の補助金を支払い支援する。（平成31年4月開園)

目
的

何（誰）を
対象に 保育所等の利用を希望したが空きがなく入園できなかった児童

どの様な
状態にす

るか
保育所等への利用需要に対応できるように供給体制を整備する

予算区分

事業内容

28
年
度

★【民間運営による保育園及び小規模保育事業者の募集事業】
・3箇所の小規模保育事業者の募集をした。選定委員会を開き審査した結果、2施設を選定し28年10月1
日にすくすくnursery小牧、29年4月1日にイオン小牧キッズ保育園が開園した。
・上記2園に対し施設整備費の一部(24,323千円)を補助した。
★【私立幼稚園の認定こども園化事業】
・旭ヶ丘第二幼稚園を幼保連携型認定こども園として運営できるように幼稚園を改修する費用の一部
(73,835千円)を補助した。
【保育従事者の研修事業】
・子育て支援研修を1度開催した。

29
年
度

子育て支援 保育サービス・幼児教育を充実します

1
根拠法令・個別計画 児童福祉法 子ども・子育て支援法

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

新基本計画 市政戦略編 分野別計画編

一般会計 民生費 児童福祉費 保育園費

★【民間運営による保育園及び小規模保育事業者の募集事業】
・29年4月1日に保育園きっずどるちぇ小牧さくら園が小規模保育事業として開園した。
・3箇所の小規模保育事業者の募集をし、選定委員会を開き審査した結果、１施設を選定し30年1月4日
にスクルドエンジェル保育室こまき園が開園した。その後追加募集をし、選定委員会を開き審査した結
果、2施設を選定し、30年4月1日にすくすくnursery小牧kids、保育園きっずどるちぇ小牧園が開園した。
・上記3園に対し施設整備費の一部(27,298千円)を補助した。
・常普請地区の市所有地での保育園設置及び運営事業者の募集を行い、社会福祉法人幸生会が選定
された。
【保育従事者の研修事業】
・子育て支援研修を1度開催した。

30
年
度

実施計画 3

手
段

どのような
事業を実
施するか

★【民間運営による保育園及び小規模保育事業者の募集事業】
・公募により保育園及び小規模保育事業者の募集を行い選定する。
・公募した保育施設の改修費に補助金を支払い支援する。
【保育従事者の研修事業】
・公募した小規模保育事業の保育従事者が全員保育士でない場合が想定されるため、その場合子育て
支援員研修を実施する。
★【私立幼稚園の認定こども園化事業】
・移行希望があれば必要に応じ改修費の補助など支援する。

年
度
別
事
業
内
容

事業番号 18

教育・子育て
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単位

単位

H29
実
施
結
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実
施
結
果

業
績

実績

H26

①
箇
所

目標 ― 4 9 12

10 13

H30H29H27 H28

目標

実績 ― 5

16

実績

目標

H28 H29 H30

① 人
目標 ― 756 1,812 2,388 3,281

実績 ―

事業の成果指標

731 1,830 2,088

H26 H27

その他職員（人数）

2

事
業
費
内
訳

（
千
円

）

保育所整備費補助金

認定こども園整備費補助金

食糧費 0 2 3

講師謝礼 300 20 300 60

2

小規模保育改修費等支援事業補助金

認定こども園整備費補助金

―

0 73,835 ― ―
保育園設置運営事業者選定委員会委員謝礼

― ― ― ― 226,700

2

49,500 24,323 49,500 27,298

小規模保育事業所選定委員会委員謝礼 71 31 71 31 ―

細々節
当初予算額 決算額 当初予算額 決算見込額 当初予算額

Ｈ28 H29 H30

 特定財源の説明 33,000 65,438 33,000 18,198 211,134

財

源

内

訳

（
千

円

）

地方債

事業の
方向性

一般財源 16,873 32,771 16,873 105,939

その他

300

9,295

県支出金

事業の活動指標

18事業番号

国支出金 33,000 16,215 33,000 18,198 211,134

H30
当初予算額 決算額 当初予算額 決算見込額 当初予算額

合　　計 49,873 98,209 49,873 27,493 317,073

Ｈ28 H29

小規模保育事業の延べ受入児童数

判定理由

従事
者数

正職員（人数） 1.8 1.6

0 49,223

事
　
　
業
　
　
費

②

ス
テ
ッ
プ
Ⅱ

ス
テ
ッ
プ
Ⅰ

②

小規模保育事業数

事
業
の
評
価

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

―

― ― ― 102 71

― ― ― ― 90,000

市内の待機児童は3歳未満児であったため、小規模保育事業の募集を行い予定していた施設数を満
たしたため供給量の確保ができ、待機児童が減少した。
しかしながら、待機児童の解消には至っておらず、また、小規模保育事業を推進した結果、3歳児の
受入枠の確保が必要となり、保育所等の整備が必要となった。そこで、事業規模を維持しつつ、事業
内容を小規模保育事業の募集から私立幼稚園の認定こども園化の推進及び保育所等の募集という
取り組み内容に変更する。

事業の目標達成状況とその要因、実績増減の要因

今後の見通し、要因を踏まえた事業の見直し

維　持

平成30年4月1日開園を目標に民間運営による小規模保育事業の事業者3園の募集を行い、3園選定した。
そのうち1園が平成30年1月に開園したため、実績増となった。

小規模保育事業所を卒園した3歳児の保育需要に対応するため、私立幼稚園の認定こども園化及び保育
所等の設置を推進する必要がある。

2 待機児童解消事業


